
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ EVシフトでますます注目の全固体電池！ 

➢ 各研究分野の専門家が全固体電池の基礎的な理論を解説！ 

➢ 各企業担当者が自社の全固体電池の研究開発動向を紹介！ 

➢ 海外企業動向、特許動向も紹介！抄録付き主要特許一覧を付録に 
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全固体電池がますます注目を集めている。新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）は、2018年6月15日に、全固体リチウムイオン電池
の研究開発プロジェクトの第2期が始動したと発表した。トヨタ自動車やパナソニックなど自動車・蓄電池・材料メーカー23社および大学・公的
研究機関15法人の共同研究開発プロジェクトで「全固体電池」の基盤技術の開発行い、2022年度までに技術確立を目指す、日本連合プロジェク
トである。 
当書籍の企画は、2016年にさかのぼる。2016年には、広く普及している従来型のリチウムイオン電池の３倍以上の出力特性を持つ全固体セラ

ミックス電池を、トヨタ自動車 加藤祐樹博士と東京工業大学 菅野了次教授が開発された。そこで、全固体電池に関して長らく研究に携わり、各
種のプロジェクトをリード、前述の成果を挙げられ、「材料科学 基礎と応用」（東京化学同人）の執筆者でもある東京工業大学の菅野先生にご監
修をお願いした。 
当書籍は、4編で構成されている。第Ⅰ編「基礎理論」では、電気化学的な基礎理論、電極・電解質界面の観察によって導かれた理論など、現

時点までに判明しつつある全固体電池に関する基礎的な理論を第一線の先生方に個別の研究テーマ毎に整理しなおしていただいた。第Ⅱ編「企業
の研究開発動向」では、各メーカーでの成果について、各メーカーの研究者の方々に公表可能な範囲で最先端の研究開発成果ご紹介をいただい
た。第Ⅲ編「海外企業動向」では、第Ⅳ編「特許動向」で特許出願件数の多い海外企業（一部研究機関）および最近ニュースなどで名前の挙がっ
た海外企業の全固体電池および固体電解質に関する概況を紹介した。第Ⅳ編「特許動向」では、特許データベースから得た情報を元に海外の情報
を中心に分析した。また、出願番号・公報番号や内容の抄録を付けたデータを付録とし、さらに別売CDには書籍に記載していない追加特許情報
も収録したので活用いただきたい。 
開発競争の激しい全固体電池の分野であるが、開発の足腰を鍛えていただくためにも基礎理論を何らかの形で整理できればとの思いが当該書籍

企画のきっかけである。本書が全固体電池の研究開発に携わっておられる研究者・技術者のお役に立つものと確信している。 
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1 バルク一体焼結型の酸化物系全固体電池 
1.1 はじめに～課題とグリーンシートプロセ
スの応用～、1.2 グリーンシートプロセスを
応用したバルク一体焼結型の全固体電池 
2 おわりに 
文献 
 
【酸化物系固体電解質】 
第6章 酸化物系固体電解質LLTO の高性 

能化 
堺 英樹 

1 はじめに 
2 実験方法 
3 機械的特性  
4 イオン伝導度 
5 リチウム空気電池の電池特性 
6 おわりに  
文献 
 
【薄膜/固体電解質】 
第7章 全固体型薄膜リチウム二次電池の 

特性と量産製造技術：新規アモル 
ファス型酸化物電解質について 

佐々木俊介 
1 はじめに 
2 全固体型薄膜リチウム二次電池の構造と構

成部材 
2.1 全固体型薄膜リチウム二次電池の構造 
2.2 構成部材 
3 全固体型薄膜リチウム二次電池の製造技術 
3.1 全固体型薄膜リチウム二次電池用の製造
装置、3.2 スパッタリングターゲット 
4 全固体型薄膜リチウム二次電池の特性 
5 新規アモルファス固体電解質について 
5.1 固体電解質の混合アニオン効果、5.2 
アモルファス型新規固体電解質LiSiON の特
性 
6 おわりに 
文献 
 

第Ⅲ編 海外企業動向 
 
第１章 韓国・台湾・中国 

株式会社シーエムシー・リサーチ 
1 韓国 
1.1 Hyundai Motor（現代自動車）、1.2 LG 
Chemical（LG化学）、1.3 Research 
Institute of International Science and 
Technology (RIST)、1.4 Samsun 
Electronics (サムスン電子) 、1.5 Samsung 
SDI（サムスンSDI）、1.6 Ulsan National 
Institute of Science and Technology
（UNIST、蔚山科学技大学校） 
２ 台湾 
2.1 ProLogium Technology（プロロジウム 
テクノロジー、輝能科技股份有限公司） 
３ 中国 
3.1 BYD Company Limited（BYD、比亜迪股份
有限公司）、3.2 Contemporary Amprex 
Technology（CATL、寧徳時代新能源科技） 
文献  
 
第2章 北米 

株式会社シーエムシー・リサーチ 
１ カナダ 
1.1 Avestor、1.2  Hydro-Quebac（イド
ロ・ケベック）  
２ 米国  
2.1 A 123 Systems 、2.2 Applied 
Materials（アプライド・マテリアルズ）、2.3 
EnerDel、2.4 Ford Motor（フォード・モー
ター）、2.5 Harris Corporation、2.6 
Ionic Materials（イオニック・マテリアル
ズ）、2.7 Medtronic Inc.（メドトロニッ
ク）、2.8 QuantumScape、2.9 Sakti3 、
2.10 SEEO 、2.11 Solid Power（ソリッド
パワー）、2.12 Zeptor Corporation（ゼプタ
ー） 
文献 
 
第3章 欧州 

株式会社シーエムシー・リサーチ 
１ フランス 
1.1 Bollore（Bolloré） 
２ ドイツ 
2.1 Robert Bosch GmbH（ロバート・ボッシ
ュ）  
３ 英国  
3.1 Dyson Limited（ダイソン）  
文献  
 

第Ⅳ編 特許動向 
 
第1章 日本の特許概況 

株式会社シーエムシー・リサーチ 
1 「全固体電池」日本国内 
2 「固体電解質」 
 
第2章 世界の関連特許の状況 

株式会社シーエムシー・リサーチ 
１ 世界の概況 
1.1 関連特許の出願・件数の年推移（特許分
類：H01M10/0562 + H01M10/0565）、1.2 国地
域別状況（特許分類：H01M10/0 562 + 
H01M10/0565）、1.3 出願人×主要出願国の状
況 
2 全固体・固体電解質関連特許 
2.1 出願年×固体電解質×全固体電池、2.2 
全固体電池×出願人×出願国、2.3 固体電解
質×出願人×出願国、2.4  固体電解質×出願
人×電解質のタイプ 
付録：全固体電池に関する主要な海外企業の
特許一覧 
 
 
 
 
 
 

別売CDのみに含まれる追加情報 

1）固全固体電池×出願人×出願国体ロン

グリスト 

2）電解質×出願人×出願国ロングリスト 

3）固体電解質×出願人×電解質のタイプ 

ロングリスト 

4）固体電解質に関する主要な海外企業の

特許一覧 


